
野々下元木戸遺跡（９次）
の　の　した もと　き　ど　い　せき

令和７年２月８日　遺跡見学会資料

所在地 :流山市野々下２丁目 701 番３ほか　　　調査面積 :1,634 ㎡

主催 :株式会社 地域文化財研究所　　共催 :流山市立博物館

　野々下元木戸遺跡は、流山市の南東部に位置し、流山市立長崎小学校東側の台地上（標高 18
～ 22ｍ）に所在します。
　この台地には、向下遺跡（縄文時代・古墳時代・近世）や、野々下土手内遺跡（縄文時代）、
野々下長田遺跡（縄文時代・古墳時代・近世）などが知られ、台地を下った西には長崎金乗院
遺跡（縄文時代・古墳時代・中世・近世）があります。
　野々下元木戸遺跡の発掘調査は、平成 18 年以来たびたび実施され、今回で９次を数えます。
これまでの調査では、縄文時代と古墳時代の集落跡や、江戸時代の野馬除土手などが発見され
ました。今回は、宅地造成にともない遺跡の最西端において行われたもので、令和６年 12 月か
ら開始しています。
　まだ調査の途中ですが、この説明会をとおして、郷土の歴史や太古の生活に思いを馳せてい
ただければ幸いです。　

【調査成果】

【遺跡の概要】

　これまでの調査で、縄文時代前期～後期、近世以降の遺構が発見されました。発見された遺
構は、縄文時代の竪穴建物跡４棟、トンネル状遺構１基、土坑８基、近世以降の溝状遺構１条、
土坑 26 基などです。
　調査区の西側からは、縄文時代につくられたと考えられるトンネル状遺構が検出されました。
トンネルは、南北約 22ｍ以上、東西約 7ｍ以上の範囲に存在することが明らかで、明確な用途
は分かっていませんが、これまでの調査研究により、アナグマ猟に関係する可能性が指摘され
ています。今回の調査において、トンネルの中からは縄文時代前期の土器が出土していますの
で、この遺構の時期はほぼこの頃と推測されます。縄文時代後期になると、竪穴建物跡が３棟
まとまって見つかり、〝ムラ″が営まれたと考えられます。建物からは土器や石器などが出土し
たほか、周辺からは、サルボオを主体とする貝土坑１基も検出されました。
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